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【地域の課題と財務局の役割】
「地域経済エコシステム」の各主体の役割・強みを熟知し「つなぐ役割」を果たす。

・地域には、スマート・ニッチともいうべき、規模は小さくとも独自の技術やノウハウを有し、優れた経営を行って
いる中小企業も多数存在。これらスマート・ニッチ企業やスタートアップ企業、大手企業等が多面的に連携すること
により、オープンイノベーションを創出していくことが地域経済の成長における一つの鍵。
・事業承継や人材確保等が重要な課題であるなか、黒字廃業等による経済縮小や技術の逸失を防ぐべく、金融機関・
支援機関等の連携により、事業承継支援等に取り組んでいく必要。
・地域において多くの課題が存在するなか、地域の生産性向上を図るうえでは、観光、交通、中心市街地活性化等の
課題の解決に向けて、様々な主体が連携し知恵を出し合っていく必要。

・財務局がそのネットワークを活用し、地域経済エコシステムの担い手と直接向き合うことで、地域企業の実情や地
域の具体的な課題を把握。価値創造や課題解決のため、地域の各主体との「つなぎ役」を果たす。
・この役割を最大限発揮することにより、オープンイノベーションの創出や地域の課題解決を後押しし、地域ひいて
は日本経済の活性化に貢献する。
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【地域経済エコシステムと財務局】
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※地域経済エコシステム・・・ある地域において、企業、金融機関、地方自治体、政府機関などの各主体が、それぞれの役割を果たしつつ、
相互補完関係を構築するとともに、地域外の経済主体等とも密接な関係を持ちながら、多面的に連携・共創してゆく関係。

※地域経済エコシステムは、時代とともに常に変化するものであり、上記に例示した関係者も変化し得る。
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平成30年9月金融庁「変革期における金融サービスの向上に向けて」（抜粋）
＜地域経済エコシステムに関する記載部分＞

金融仲介機能の十分な発揮に向けた取組み

（地域企業・経済の実態把握（「地域生産性向上支援チーム」の組成））

地域企業・経済の生産性向上の実現に向け、企業アンケート・ヒアリング結果も踏まえつつ、

地域企業のほか、地方自治体や商工会議所・商工会等の地域企業の支援関係者との対話等

を通じ、地域企業等の本音・悩みや、金融機関に対する期待や要望、さらには、その理由や背

景等にまで至る地域経済・企業の実態について、きめ細かく把握する。その遂行に当たっては、

金融庁に組成した専担チーム「地域生産性向上支援チーム」が、地域に長期間、直接出向き、

財務局を通じ、地域経済エコシステム64を形成する関係者等との関係を構築しつつ実践する。

64 ある地域において、企業、金融機関、地方自治体、政府機関等の各主体が、それぞれの役割を果たし
つつ、相互補完関係を構築するとともに、地域外の経済主体等とも密接な関係を持ちながら、多面的に
連携・共創してゆく関係。
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「ENGINE！～日本のミライと出会う場所～」
平成31年１月24日（木） 於：経団連会館（財務省・財務局、金融庁、経済産業省、経団連共催）

※全国各地の企業、金融機関、自治体、大学等の関係者 約４００名が参加

＜登壇者の方々＞

＜会場＞

＜パネルディスカッション＞

＜ミートアップ＞



㈱ DG TAKANO
 東大阪発のデザイン会社。第一作目の製品『バブル90』は無電
力で脈動流を起こして、洗浄力を落とさずに最大95％の節水が
できる節水ノズル。『超モノづくり部品大賞（モノづくり日本会
議）』ほか数々の賞を受賞。

 「父親の事業を引き継ぎ、新たな事業を起こして急成長を遂げる
企業」として、2017年版中小企業白書にも取り上げられている。

 デザイナーズブレインを鍛え、革新的なアイデアを生みだすト
レーニングプログラム『BRAIN CAMP』を主催。

地方創生イベント『ENGINE！ 日本のミライと出会う場所』（※）
高野雅彰社長の発言要旨 (※) 2019.1.24 経団連、経済産業省、金融庁、財務省・財務局の共催で開催

高野雅彰社長は、日経ビジネス「世界を動
かす日本人50」に選出

（出典）DG TAKANO『Bubble90』ウェブサイト

日本では、技術革新に目が行きがちで
あるが、当社の『バブル90』は（家業で
あった）既存の金属切削加工技術を使っ
て新しいものを起こし、大きく成長した。
デザインというと、意匠や外観のデザ
インがイメージされるが、デザインとは
“設計”であり、課題を解決する、その解
決方法が設計である。デザイン思考は、
イノベーションを起こすためのマニュア
ルだと思う。

大企業とベンチャーの連携件数は増えているが、イノベーションが起こっていない。その原因は、
デザイン思考、デザイナーが少ないからだと考えている。

2019.3.13 財務省地方課

News
2019.02.04
日経ビジネス『世界を動かす日本人50人』に
DG TAKANO代表高野雅彰が選ばれました。
豊田章男氏（トヨタ自動車）、孫正義氏（ソ
フトバンク）、大谷翔平氏（野球）、坂本龍
一氏（音楽）、前澤友作氏（ZOZO）、錦織圭
氏（テニス）等の方々と並んで紹介されまし
た。
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